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担当課：農産園芸課

発行予定：月１回程度（毎月20日頃）
サポーターの皆様からの情報もお待ちしております。
連絡先：鹿児島県農政部農政課企画調整係
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かごしまのおいしいお米（普通期米）

「あきほなみ」
「あきほなみ」は，鹿児島県農業開発総合センターが育成した

品種で，「秋にたわわに実った稲穂が，黄金色に波打つ」様子を
イメージして名付けられました。

粒が大きく，粘りと甘みがあるおいしいお米で，現在，米の食
味ランキング※で，最高評価『特Ａ』を，８年連続獲得中です。

鹿児島県内だけで栽培されており，１０月中旬以降に収穫の時
期を迎えます。是非，お近くの販売店でお買い求めください。

(一財)日本穀物検定協会が，昭和
46年産米から毎年実施しています｡

基準米と，外観，香り，味などを
比較して，『特Ａ』～『Ｂ’』の５
段階で評価します。

おいしい炊き方のポイント

粒が大きいので，しっかりと吸
水（浸漬）させてから炊くことが
重要です。

● 浸漬時間の目安

夏場（水温20℃）・・・40分

冬場（水温 5℃）・・・120分

ふっくら！ もちもち！

＜※ 米の食味ランキング＞

食べて
ね～！

「有機農産物」の消費拡大について

人にも環境にもやさしい「有機農産物」について

化学合成農薬や化学肥料に頼らない

栽培方法で生産される農産物を「有機

農産物」といい，消費者の食の安心・安

全への意識の高まりに伴い，その需要

は年々増加しています。

「有機農産物」等の表示ルールについて

農林水産大臣が登録した登録認定機

関から認定された生産者がルールを守

って生産した農産物等にのみ，右記「有

機ＪＡＳマーク」を表示することができ，

消費者は，このマークを目安に「有機農

産物」等を手にすることができます。

「有機農産物」の消費拡大について

県では，「有機農産物」の生産とともに

消費者へのＰＲイベントや店舗への販売

促進による消費拡大を行っています。

担当課：経営技術課

前回「オーガニックフェスタかご
しま2020」でのＰＲブース

「有機ＪＡＳマーク」は，太陽と雲
と植物をイメージした自然の力で
生産された農産物等を表します

天敵を利用した
農薬を使用しない害虫防除

【有機農産物等のＰＲイベント情報】
「オーガニックフェスタかごしま2021」
・ 月 日：11月27日(土)～28日(金)
・ 場 所：ウォーターフロントパーク

（旧ドルフィンポート前広場）
・ 入場料：無料

↑ピーマンの害虫であるコナジラミ類
を捕食する天敵昆虫の様子

天敵昆虫

コナジラミ類(害虫)
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担当課：全国和牛能力共進会推進室

大会まであと１年！
第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会

 「全国和牛能力共進会」とは？
５年に一度，全国から選抜された優秀な和牛を

一堂に集め，改良成果を競う全国規模の大会

前回の宮城大会で鹿児島県は団体優勝！

メインの会場となる霧島市の「種牛の部」会場
では，８つのエリアに分け，来場者が，子供から
大人まで，楽しみながら，和牛の魅力を感じ，く
つろげる場となるよう準備を進めています。

 主なエリア

・県産特産品や農林水産物，これらを
使った加工品や飲食物の展示・販売

鹿児島県ＰＲエリア

・全国の銘柄牛の試食
・県産畜産物バーベキューコーナー

和牛振興エリア

・楽しみながら和牛を学べる
「かごうしママミュージアム」
・ステージイベント

その他

 開催期間

 開催場所

種牛の部：霧島市牧園町 肉牛の部：南九州市知覧町

令和４年10月６日（木）～10日（月・祝）

大会１年前イベントを開催！

 開催日時：令和３年10月23日（土），24日（日） 各日10：00～16：00

 場所：鹿児島中央駅前AMU広場

・牛の姿・形の審査

共進会エリア

第１１回宮城大会の様子

第１１回宮城大会の様子

※ 詳しくは大会ホームページをご覧下さい（https://zenkyo-kagoshima.com/)

会場イメージ


